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令
和
元
年
度
臨
時
議
員
総
会
並
び
に
第
3
回

常
議
員
会
を
11
月
1
日（
金
）に
市
内
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
し
、
第
47
期
役
員
の
選
任
を
行
い
ま

し
た
。

　

増
渕
正
二
会
頭
の
退
任
表
明
を
踏
ま
え
、
役

員
推
薦
委
員
会
に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
、
会
頭
・

常
議
員
・
監
事
の
推
薦
案
が
臨
時
議
員
総
会
で

承
認
さ
れ
、
新
会
頭
に
藤
井
昌
一
氏（
藤
井
産

業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
・
前
副
会
頭
）が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

副
会
頭
に
は
、
喜
谷
辰
夫
氏（
ト
ヨ
タ
カ

ロ
ー
ラ
栃
木
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長
・
再

任
）、
清
水
和
幸
氏（
㈱
足
利
銀
行
・
専
務

取
締
役
・
再
任
）、
長
谷
川
静
夫
氏（
㈱
カ

ン
セ
キ
・
代
表
取
締
役
会
長
・
再
任
）、
齋

藤
貞
大
氏（
フ
タ
バ
食
品
㈱・常
務
取
締
役・

新
任
）を
選
任
し
、
新
た
な
役
員
・
議
員

に
よ
る
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
顧
問
・
参
与
の
委
嘱
や
、
永

き
に
わ
た
り
商
工
会
議
所
に
尽
力
さ
れ
た

退
任
役
員
・
議
員
に
対
す
る
表
彰
お
よ
び

名
誉
会
頭
・
名
誉
議
員
の
名
称
を 

贈
る
こ

と
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
口
快
流
元
会
頭
の
急
逝
に
伴
い
、
そ
の
バ
ト

ン
を
受
け
継
い
だ
増
渕
会
頭
は
、
第
46
期
の
任

期
を
全
う
し
、
藤
井
会
頭
へ
商
工
会
議
所
の
歴

史
を
着
実
に
引
継
ぎ
ま
し
た
。

　

新
体
制
の
も
と
令
和
時
代
の
幕
開
け
に
ふ
さ

わ
し
い
新
た
な
視
点
と
発
想
で
地
域
社
会
の
発

展
と
経
済
の
再
生
を
全
力
で
推
進
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

第
21
代
会
頭
に 

藤
井
昌
一
氏
を
選
任

　

こ
の
た
び
、
増
渕
会
頭
の
後
任
と
し
て
、
宇
都

宮
商
工
会
議
所
の
第
21
代
会
頭
を
務
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
と
い
う
新
時
代
の
幕
開
け
の
年
に
、
会

頭
と
い
う
大
役
を
務
め
る
機
会
を
頂
戴
し
た
こ
と

は
、
誠
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
こ
の
重
責
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
政
府
は
、
我
が
国
の
景
気
の
現
状
に
つ

い
て
、
世
界
経
済
の
減
速
に
起
因
す
る
輸
出
や
生

産
の
弱
さ
が
長
引
い
て
い
る
も
の
の
、
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
と
の
見
解
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
関
口
元
会
頭
の
ご
逝
去
に
よ
り
、
今

年
３
月
に
会
頭
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
変
な
責
任
と
不
安
を
感
じ
な
が
ら
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
役
員
・
議
員
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご

支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
無
事
に
職
務

を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
頭
就
任
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
合
等
に

参
加
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
商
工
会
議
所
に
寄
せ
ら

れ
る
期
待
が
大
変
大
き
か
っ
た
こ
と
で
、
改
め
て

責
任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
海
外
経
済
の
動
向
や
金
融

資
本
市
場
の
変
動
の
影
響
に
加
え
て
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
後
の
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
動
向
や
令

和
元
年
台
風
19
号
な
ど
の
自
然
災
害
の
経
済
に

与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市
の
明
る
い
話
題
と
し

て
は
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
の
開
発
や
L
R
T
の

運
行
開
始
、
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
等
の
開
催

な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
お
い
て
大
き
な

変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
経
済
活
動

の
活
性
化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
を
踏
ま
え
、
商
工
会
議
所
の

使
命
、
役
割
を
再
度
認
識
し
、
会
員
企
業
の
大

　

日
本
商
工
会
議
所
の
会
議
で
は
、
全
国
各
地

の
会
頭
と
交
流
を
深
め
、
情
報
交
換
を
通
じ
て

宇
都
宮
市
経
済
の
現
状
を
客
観
的
に
見
直
す
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
10
月
12
日
の
台
風
19
号
に

よ
る
記
録
的
な
暴
風
雨
は
、
市
内
の
み
な
ら
ず
、

県
内
の
多
く
の
事
業
者
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
が
、
被
災
地
の
い
ち
早
い
復
興
と
、

被
災
事
業
者
の
事
業
再
開
に
向
け
た
復
旧
支
援

に
全
力
で
取
り
組
む
た
め
、
商
工
会
議
所
は
栃

木
県
へ
の
緊
急
か
つ
重
点
的
な
支
援
を
要
望
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
頭
と
し
て
は
、
７
カ
月
間
と
短
い
期
間
で
は

多
数
を
占
め
る
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
生

産
性
向
上
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
人
手
不
足
対
策
、

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
と
いっ
た
喫
緊
の
課
題
を

は
じ
め
、
創
業
、
事
業
承
継
と
いっ
た
長
期
的
な

課
題
に
対
し
て
も
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、
会
員
事

業
所
の
皆
さ
ま
と
一
致
団
結
し
、
地
域
経
済
お

よ
び
地
域
社
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

あ
り
ま
し
た
が
、
様
々
な
経
験
と
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ま
で
私
を
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
会
員
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
身
近
で

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
、
役
員
・
議

員
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
重
ね
て

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
藤
井
会
頭
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
宇

都
宮
商
工
会
議
所
の
末
永
い
繁
栄
を
心
よ
り
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

副会頭（再）  喜谷  辰夫 氏

副会頭（新）  齋藤  貞大 氏

副会頭（再）  長谷川  静夫 氏

副会頭（再）  清水  和幸 氏

　
　

会
頭
就
任
あ
い
さ
つ

　 宇
都
宮
商
工
会
議
所

会
頭　

藤
井  

昌
一

 　

会
頭
退
任
あ
い
さ
つ

　

　　宇
都
宮
商
工
会
議
所

名
誉
会
頭　

増
渕  

正
二

特集　秋のイベントが宇都宮を輝かせる！
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所
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体
制
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山
信
用
金
庫

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
宇
都
宮
製
作
所

㈱
ミ
ツ
ト
ヨ
宇
都
宮
事
業
所

㈱
福
田
屋
百
貨
店

㈱
横
倉
本
店

野
村
證
券
㈱
宇
都
宮
支
店

東
日
本
電
信
電
話
㈱
栃
木
支
店

㈱
東
武
宇
都
宮
百
貨
店

と
ち
ぎ
ん
Ｔ
Ｔ
証
券
㈱

小
　林
　幹
　央

猪
　俣
　佳
　史

青
　木
　靖
　典

竹
　島
　秀
　幸

小
　堀
　俊
　明

新
　井
　孝
　則

船
　田
　雅
　弘

村
　上
　龍
　也

田
野
邉
　大
　介

青
　木
　克
　介

吉
　田
　
　
　元

東
　
　
　順
　治

野
　澤
　幸
　司

宇
　野
　亮
　治

田
　嶋
　章
　夫

柴
　田
　道
　夫

保
　坂
　正
　裕

坂
　井
　俊
　司

福
　田
　治
　久

荒
　井
　
　
　学

鈴
　木
　直
　人

浅
　利
　貴
　志

浅
　井
　達
　司

菊
　池
　三
紀
男

檜
　山
　昌
　彦

加
　藤
　紀
　夫

関
　口
　快
太
郎

中
　島
　
　
　理

石
　島
　
　
　洋

中
　村
　太
三
郎

柿
　沼
　光
　子

須
　藤
　恭
　成

片
　岡
　泰
　三

長
　島
　俊
　夫

岡
　安
　規
　男

篠
　崎
　
　
　務

遠
　藤
　哲
　也

飯
　塚
　茂
　雄

菊
　池
　
　
　茂

若
　松
　豊
　明

森
　野
　良
　幸

吉
　村
　憲
　光

上
　野
　勝
　弘

吉
　田
　範
　行

中
　泉
　照
　明

安
　在
　裕
　志

横
　松
　宏
　明

横
　山
　幸
　子

レ
オ
ン
自
動
機
㈱

㈱
栃
木
銀
行

北
関
東
綜
合
警
備
保
障
㈱

環
境
整
備
㈱

第
一
側
工
㈱

栃
木
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

コ
ク
ヨ
北
関
東
販
売
㈱

㈱
村
上

東
一
宇
都
宮
青
果
㈱

㈱
ア
オ
シ
ョ
ー

関
東
自
動
車
㈱

日
本
通
運
㈱
宇
都
宮
支
店

マ
ル
ウ
製
菓
㈱

㈱
み
ず
ほ
銀
行
宇
都
宮
支
店

㈱
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

柴
田
建
設
㈱

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
栃
木
販
売
㈱

㈲
春
日
屋
商
店

㈱
丸
治

宇
都
宮
土
建
工
業
㈱

㈱
ス
ズ
テ
ッ
ク

宇
都
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
㈱

関
東
信
越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部

㈱
菊
地
組

㈱
う
さ
ぎ
や
商
店

㈱
ケ
イ
エ
ム
シ
ー

㈱
関
口

ミ
ユ
キ
建
設
㈱

税
理
士
法
人
石
島
会
計

㈱
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

㈱
雅
洞

元
気
寿
司
㈱

㈱
ア
ト
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

宇
都
宮
オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街
振
興
組
合

関
東
総
合
開
発
㈱

㈱
シ
ノ
ザ
キ

富
士
通
㈱
栃
木
支
店

マ・マ
ー
マ
カ
ロ
ニ
㈱

山
本
建
設
㈱

宇
都
宮
二
荒
山
神
社

㈱
キ
ガ

㈱
三
洋
製
作
所

上
陽
工
業
㈱

東
京
ガ
ス
㈱
宇
都
宮
支
社

日
本
郵
便
㈱
宇
都
宮
中
央
郵
便
局

村
田
発
條
㈱

㈱
横
松
建
築
設
計
事
務
所

横
山
法
律
事
務
所

秋
　本
　
　
　薫

飯
　村
　
　
　悟

高
　久
　和
　男

鈴
　木
　章
　弘

谷
田
部
　幸
　男

佐
　藤
　忠
　雄

木
　内
　裕
　祐

高
　橋
　和
　夫

髙
　山
　
　
　實

平
　
　
　典
　子

佐
　畑
　浩
　司

黒
　川
　知
　祐

星
　野
　隆
　一

岡
　﨑
　善
　胤

町
　田
　卓
　大

善
　林
　隆
　充

矢
　治
　和
　之

金
　柿
　説
　生

保
　坂
　和
　夫

和
　氣
　幸
　雄

児
　玉
　博
　利

佐
　藤
　千
　秋

坂
　本
　昭
　一

伴
　
　
　
　
　靖

田
　村
　哲
　男

安
　齋
　
　
　幸

金
　田
　秀
　壽

石
　川
　秋
　十

小
矢
島
　重
　男

池
　田
　勇
　介

松
　倉
　秀
　世

大
　矢
　裕
　啓

黒
　﨑
　英
　典

﨑
　尾
　
　
　肇

松
　本
　
　
　謙

小
　川
　恒
　夫

井
　上
　加
容
子

岩
　村
　隆
　之

青
　柳
　勝
　男

小
　花
　伸
　子

山
　田
　義
　治

卯
　木
　伸
　男

竹
　川
　哲
　夫

橋
　本
　大
　輔

本
　澤
　
　
　崇

今
　井
　キ
　ヨ

田
　嶋
　久
登
志

㈱
ア
キ
モ

㈱
飯
村
石
材
工
業

イ
ー
ト
ラ
ン
ド
㈱

（協）
宇
都
宮
餃
子
会

㈱
関
電
工 

北
関
東
・
北
信
越
営
業
本
部 

栃
木
支
店

興
新
特
殊
鋼
㈱

㈱
五
光

㈱
大
高
商
事

㈱
太
陽
警
備
保
障

㈱
た
い
ら
や

東
都
工
業
㈱

㈱
日
工
社
栃
木
事
業
本
部

富
士
興
産
㈱

㈱
不
二
ド
ラ
イ

㈱
町
田
建
塗
工
業

㈱
マ
ル
ゼ
ン

㈱
ロ
コ
コ
企
画
装
飾

㈲
石
川
印
刷
所

関
東
交
通
㈱

㈲
髙
林
堂

税
理
士
法
人
児
玉
税
経

サ
ト
ー
カ
メ
ラ
㈱

㈱
新
光
社

㈱
綜
合
印
刷

㈱
田
村
忠
設
計
事
務
所

ト
ラ
ン
セ
ン
ス
㈱

㈱
ニ
ッ
カ
ネ

報
徳
流
通
シ
ス
テ
ム
㈱

宮
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
ア
イ
・シ
ー
・エ
ス

㈱
エ
ー
ジ
ー
エ
ム

大
矢
商
事
㈱

㈱
ク
ロ
サ
キ

㈱
コ
ア
ミ
計
測
機

㈱
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ・フ
ォ
レ
ス
ト

㈱
ユ
ー
ユ
ー
ワ
ー
ル
ド

㈱
井
上
総
合
印
刷

岩
村
建
設
㈱

（
社
福
）朝
日
会

小
花
塗
装
㈱

㈱
ス
キ
ッ
ト

㈲
随
想
舎

㈱
タ
ケ
カ
ワ

㈱
栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

㈱
本
澤
建
築
設
計
事
務
所

㈱
松
本

㈲
ラ
ラ・
ド
リ
ー
ム

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

歴
代
会
頭

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

第
47
期
役
員・議
員

明
治
26（
１
８
９
３
）年
に
設
立
さ
れ
た
当
所
は
、
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
商
工
会
議
所
で
す
。

当
所
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
さ
れ
た
歴
代
会
頭
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

明治27年２月〜明治28年９月

明治30年３月〜明治30年９月

明治 30年９月〜大正３年６月

大正３年７月〜昭和４年４月

〈第１期〉

〈第2期〉

〈第３期〜第11期〉

〈第11期〜第15期〉

上野  松次郎

田中  勝次郎

明治28年９月〜明治30年３月
〈第２期〉

篠崎  安平
第２代

昭和４年４月〜昭和６年１月
〈第16期〉

福田  富次郎
第６代

上野  松次郎（順一）
第７代

横倉  正吉
第８代

玉木  栄吉
第10代

上野  小七
第11代

保坂  正七
第12代

高橋  栄作
第13代

北村　光弘
第18代

関口　快流
第19代

藤井  清
第16代

増渕　正二
第20代

𥱋  郁夫
第17代

荒牧  春三郎
第14代

小平  重吉
第９代

初代・第4代

第3代・第5代

　宇都宮商工会議所は明治26年8月12日、全国37番目として誕生し
た宇都宮商業会議所にさかのぼります。
　昭和３年には商工会議所法施行により名称を宇都宮商工会議所と
改め組織強化や活動促進が図られましたが、戦時下の昭和18年に商
工経済会に再編成され本来の活動は一時中断を余儀なくされました。
　戦後になって商工会議所制度が復活すると、昭和21年にいち早く
（社）宇都宮商工会議所として再発足し、昭和28年に施行された現
行「商工会議所法」に基づく特別許可法人として、また地域商工業の
振興発展と社会福祉の増進を図る唯 一の地域総合経済団体として今
日に至っています。
　現在、商工会議所は全国515都市（平成31年3月現在、日本商
工会議所除く）に存在し、商工業を中心とした地域経済の振興や会員
企業のサポートに努めています。

設立時の旭日館

大
谷
石
造
り
の
旧
商
工
会
議
所

昭和６年１月〜昭和16年３月昭和16年４月〜昭和18年９月

昭和22年５月〜昭和29年５月昭和29年５月〜昭和36年６月昭和36年６月〜昭和49年６月昭和49年６月〜昭和55年３月

平成22年11月〜平成29年６月平成29年７月〜平成31年1月 平成元年７月〜平成10年10月平成31年3月〜令和元年10月 平成10年11月〜平成22年10月

昭和55年３月〜昭和55年６月

昭和21年11月〜昭和22年４月
〈第16期〜第18期〉〈第19期〉

〈第20期〜第23期〉〈第24期〜第26期〉〈第27期〜第31期〉〈第32期〜第33期〉

〈第44期〜第46期〉

藤井　昌一
第21代

令和元年11月〜
〈第47期〉

河合  順之助
第15代

昭和55年６月〜平成元年６月
〈第34期〜第36期〉〈第46期〉 〈第37期〜第39期〉〈第46期〉 〈第40期〜第43期〉

〈第33期〉

〈第20期〉

特
集
1
／
商
工
会
議
所
新
体
制

宇都宮商工会議所の歩み



■  概要

■内容（保証条件）

金利（基準利率）※ 1.35%（災害貸付）

中小企業事業 国民生活事業

貸付限度額

貸付期間

担保条件 直接貸付・代理貸付とも、弾力的に取り扱う

各貸付制度の
上限額に上乗せ
3,000万円
（代理貸付：1,5000万円）

適用する各貸付制度の
貸付期間に準ずる（一
般貸付を適用した場合
は10年以内（据置期間
2年以内）

1.11％

別枠で
1億5,000万円
（代理貸付：7,500万円）

設備／15年以内
運転／10年以内
（据置期間2年以内）

対象資金

保証割合

保証限度額

保証人 原則第三者保証人は不要

※利率はいずれも令和元年10月1日現在（貸付期間5年の場合）

経営安定資金

100%保証

無担保8,000万円、
普通 2億円（別枠）

【一般保証限度額】
普通保証2億円以内
無担保保証8,000万円以内
　　+
【別枠保証限度額】
普通保証2億円以内
無担保保証8,000万円以内
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当
所
で
は
、「
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ

る
災
害
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
経
営
上
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
台

風
に
よ
る
影
響
を
直
接
・
間
接
的
に
受
け
た

企
業
の
皆
さ
ま
が
少
し
で
も
早
く
事
業
が
回

復
で
き
る
よ
う
に
関
係
機
関
等
と
連
絡
を
取

り
合
い
、
丁
寧
で
き
め
細
か
い
対
応
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
対
象

災
害
に
よ
り
被
害
を
被
っ
た
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者

　

こ
の
た
び
の
台
風
19
号
で
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
の
台
風
は
、
非
常
に
強
い
勢
力
で
上

陸
し
、
広
い
範
囲
で
大
雨
や
暴
風
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
宇
都
宮
市
で
は
、
河
川
の
氾

濫
に
よ
る
床
下
・
床
上
浸
水
被
害
が
特
に
甚

大
で
、
依
然
と
し
て
家
具
や
什
器
の
処
理
が

進
ま
な
い
状
況
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
一 

刻
も
早
い
復
旧
と
、
平
時
の
事
業
活
動
が

再
開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
で
は
、「
台

風
19
号
に
よ
る
災
害
に
関
す
る
特
別
相
談

窓
口
」
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
被

災
さ
れ
た
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
事
業

を
再
開
す
る
う
え
で
の
お
困
り
ご
と
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
兼
ね
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
被
災
地
域
の
実
情
を
把
握
し
、

今
後
の
支
援
策
や
支
援
体
制
を
整
え
る
た

め
に
、
当
所
職
員
が
お
伺
い
す
る
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
差
し
支
え
な
け
れ
ば
情
報

を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所   
会
頭  
藤
井
　
昌
一 

謹
ん
で
台
風
に
よ
る
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す

■
制
度
概
要

自
然
災
害
等
の
突
発
的
事
由
（
噴
火
、
地
震
、

台
風
等
）
に
よ
り
経
営
の
安
定
に
支
障
を
生
じ
て

い
る
中
小
企
業
者
へ
の
資
金
供
給
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
、
信
用
保
証
協
会
が
通
常
の
保
証
限
度
額

と
は
別
枠
で
保
証
（
1
0
0
％
保
証
）
を
行
う

制
度
で
す
。

■
対
象
中
小
企
業
者

①
指
定
地
域
内
で
1
年
間
以
上
継
続
し
て
事
業

を
行
って
い
る
こ
と

②
災
害
の
発
生
に
起
因
し
て
、
当
該
災
害
の
影

響
を
受
け
た
後
、
原
則
と
し
て
最
近
1
カ
月

の
売
上
高
等
が
前
年
同
月
に
比
し
て
20
％
以

上
減
少
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
2
カ
月
を
含

む
3
カ
月
間
の
売
上
高
等
が
前
年
同
期
に
比

し
て
20
％
以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
。（
売
上
高
等
の
減
少
に
つ
い
て
、
市
区

町
村
長
の
認
定
が
必
要
）

　

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会（
県
内
9
商
工

会
議
所
）は
、
10
月
28
日（
月
）、
栃
木
県
知
事
に

対
し
て『
台
風
19
号
に
よ
る
被
災
か
ら
の
復
旧
に

向
け
た
緊
急
要
望
』を
実
施
し
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
産
業
イ
ン
フ
ラ
等
の
早
期
復
旧

　

県
内
に
お
け
る
被
害
状
況
の
全
容
を
早
期
に

把
握
す
る
と
と
も
に
、
河
川
の
氾
濫
、土
砂
災
害
、

道
路
の
被
災
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県
内
経
済
の
再

生
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
迅
速
な
復
旧
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

　

ま
た
、
今
後
の
県
民
生
活
の
安
定
並
び
に
県
内

産
業
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
、
河
川
堤
防
の

総
点
検
及
び
堤
防
強
化
、
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
の
周
知

徹
底
な
ど
の
防
災
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

◎
被
災
企
業
の
復
旧
に
向
け
た

   

補
助
制
度
の
創
設

　

こ
の
た
び
被
災
し
た
企
業
に
は
、
地

域
産
業
の
要
と
な
る
企
業
も
少
な
く
な

く
、
こ
う
し
た
企
業
の
経
済
活
動
が
停

滞
す
れ
ば
、
下
請
け
企
業
等
へ
も
広
く

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

　
一
方
、
被
災
し
た
小
規
模
事
業
者
で

は
、
経
営
者
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
損
壊
が
激
し
い
た
め
に
復
旧

を
断
念
し
、
廃
業
と
い
う
決
断
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
つ
い
て
は
、
被
災
企
業
の
規
模
に
か
か

わ
ら
ず
、
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
を

後
押
し
す
る
よ
う
な
補
助
制
度
を
創
設
さ
れ
た

い
。

◎
融
資
制
度
の
拡
充
と
迅
速
な
対
応

　

被
害
を
受
け
た
商
工
業
者
に
対
し
、
県
の
制
度

融
資
に
係
る
融
資
条
件
の
優
遇
措
置
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
既
存
の
制
度
融
資
の
利
用
者
に
対
し
て

も
、
借
換
融
資
を
活
用
し
た
償
還
期
間
の
延
長

措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
新
規
に
融
資
を

申
し
込
み
し
た
場
合
、
融
資
手
続
を
迅
速
に
処

理
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

◎
観
光
産
業
に
対
す
る
支
援

　

被
災
地
域
に
は
本
県
を
代
表
す
る
観
光
地
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
ク
セ
ス
道
路
、
鉄
道

等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
迅
速
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

さ
ら
に
、
通
常
営
業
が
可
能
な
観
光
関
連
事
業

者
に
お
い
て
も
、
過
度
に
誤
っ
た
風
評
が
浸
透
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
活
動
が
停
滞
す
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
県
内
外
に
災
害
復
旧

の
状
況
を
速
や
か
に
情
報
発
信
し
、
観
光
地

の
イ
メ
ー
ジ
回
復
に
努
め
、
誘
客
促
進
を
図

ら
れ
た
い
。

災害復旧に向けての

ご相談は
商工会議所へ！

令和元年台風19号 
復旧・復興支援についてのお知らせ特集2

　宇都宮市内の主な被害を、「台風19号に係る被害に
ついて」（宇都宮市発表）より抜粋します。

【住家被害】
床上浸水５７７件、床下浸水２８８件（錦、大曽、
千波町、今泉、大通り、東塙田、宮町、天神、
下河原町、西原町、簗瀬町、細谷町、細谷、
下荒針町、上戸祭町、大谷町、福岡町、金田町、
田下町、上小池町、今里町、瓦谷町など） 他

【公共施設被害】
土砂崩れ２件（北山霊園、八幡山公園）、冠水10
件（石井緑地、柳田緑地、道場宿緑地、下河原
水再生センター、大谷景観公園ほか５公園）、一
部損壊（大谷駐車場）、橋破損（ろまんちっく村）、
倒木（みずほの自然の森公園ほか） 他

【道路被害】
道路冠水１３９件、法面崩壊１００件、倒木14件、
橋梁被害４件（川田橋流出、乙女橋・観音橋の一
部損壊ほか）

【河川被害】
河川溢水21件（淀橋下流左岸（姿川）、大通り４丁
目（田川）ほか）、護岸崩れ・洗掘28件

【その他】
停電約３、０００件（最大）→13日に全て復旧
ずれ込み１件（申田地区・埋め戻し済の採石場跡地
での小規模ずれ込み） 他
※「台風１９号に係る被害について（第12報）」
　（宇都宮市発表、令和元年10月18日現在）より抜粋

台風19号による主な被害について

問合せ／経営支援部 特別相談窓口  ☎028-637-3131

市内千波町周辺

特
別
相
談
窓
口
の
設
置

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
4
号

栃
木
県
へ
緊
急
要
望
を
実
施

日
本
政
策
金
融
公
庫
の

災
害
復
旧
貸
し
付
け

特集2／令和元年台風19号  復旧・復興支援についてのお知らせ



会員登録
情報の変更
について

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131
社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務所の移動による住所の変更、代表者または
支店長の変更などが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

会 員 情 報 変 更 が あ り ま し た ら ご 一 報 く だ さ い！

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます








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一
晩
だ
け
の
ワ
イ
ン
村
＆
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
点
灯
式

２
０
１
９
に
参
加
し
ま
す
！

９
月
研
修
例
会
を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

宇
都
宮
市
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
当
所
女
性
部
が
少
し
で
も
力
に
な

れ
る
よ
う
、「
一
晩
だ
け
の
ワ
イ
ン

村
＆
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
点
灯
式

２
０
１
９
」に
出
店
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
宇
都
宮
中
心

部
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
行
委
員
会
と
歴

史
と
光
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
が
、
中
心
商
店
街

と
連
携
し
て
行
う「
う
つ
の
み
や
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
９
」（
詳

細
は
22
P
キ
タ
カ
ン
だ
よ
り
参
照
）

の
開
幕
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
街

中
の
歴
史
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
や
通
り
を

色
と
り
ど
り
の
光
で
彩
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
共
に
に
ぎ
わ
い
を
作
り
出

し
、
市
民
の
郷
土
愛
を
高
め
る
目
的

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
当
所
女
性
部
が
参
加
す
る

「
一
晩
だ
け
の
ワ
イ
ン
村
＆
オ
リ
オ

ン
ス
ク
エ
ア
点
灯
式
２
０
１
９
」は
、

ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ
ー
の
解
禁
日
で

　

９
月
研
修
例
会
を
９
月
25
日（
水
）、

「
ジ
ブ
ン
を
知
り
、
豊
か
な
人
間
関

係
を
築
く
」を
テ
ー
マ
に
、
市
内
ホ

テ
ル
で
開
催
し
、
64
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
日
本
エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
学
会

副
理
事
長
の
内
田
智
代
氏
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。
世
界
で
30

年
以
上
の
歴
史
を
誇
る「
エ
ニ
ア
グ

ラ
ム
」と
い
う
性
格
分
類
学
を
用
い

て
、
ま
ず
参
加
者
自
身
を
９
つ
の
タ

イ
プ
に
分
類
、
そ
の
後
同
じ
タ
イ
プ

の
メ
ン
バ
ー
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
発

表
と
い
う
流
れ
で
進
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
聴
講
型
で
は
な
く
、
一
人

あ
る
11
月
21
日（
木
）午
後
５
時
か

ら
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
に
て
行
わ
れ

ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
、

甘
酒
と
豚
汁
を
販
売
し
ま
す
。
当

所
女
性
部
が
一
丸
と
な
っ
て
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
副
会
長　

今
井　

キ
ヨ
）

ひ
と
り
が
自
ら
考
え
発
言
で
き
る

機
会
の
あ
る
例
会
を
目
指
し
、
企

画
・
運
営
を
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

成
も
工
夫
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
講
師
が
９
つ
の
性
格
タ
イ

プ
に
つ
い
て
説
明
し
、
参
加
者
は
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
か
ら
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
参
加
者
同
士
の
活
発
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
交
わ
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
行
っ
た
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
発
表
で
は
、
他
の
グ
ル
ー

プ
の
発
言
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
配
布
し
た
テ
キ
ス
ト
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
納
得
し
た
り
、
時
に

は
奇
抜
な
回
答
に
笑
い
が
起
き
た

り
と
、
和
や
か
に
研
修
例
会
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
例
会
で
用
い
た「
エ
ニ

ア
グ
ラ
ム
」は
そ
の
場
限
り
で
な
く
、

比
較
的
簡
単
に
活
用
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
が
自

社
の
従
業
員
や
ご
家
族
な
ど
と
、

よ
り
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く
た

め
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
さ

ら
に
有
意
義
な
も
の
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
研
修
委
員
会　委

員
長　

木
村　

純
弥
）

ディスカッション後のクループ発表

昨年の点灯式の様子

　

本
商
談
会
は
、
東
京
商
工
会
議

所
を
中
心
に
、
全
国
34
商
工
会
議
所

に
よ
る
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

　

本
商
談
会
は
、
発
注
企
業
が
、
事

前
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
受
注
希
望
企

業
の
中
か
ら
商
談
希
望
企
業
を
決
め

る
、
完
全
事
前
予
約
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。
事
前
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ

と
で
、
精
度
の
高
い
商
談
が
行
え
ま

す
。

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
】

３
月
13
日（
金
）

【
会
場
】

東
京
商
工
会
議
所　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー

ル
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム（
東

京
都
千
代
田
区
丸
の
内
３
-２
-２

丸
の
内
二
重
橋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
内
）

【
参
加
費
】

◎
発
注
企
業
：
無
料

◎
受
注
企
業
：
エ
ン
ト
リ
ー
は
無

料
。
商
談
会
参
加
が
決
定
し
た
場
合
、

会
員
企
業
１
千
円
／
件
、
非
会
員
企

業
２
千
円
／
件

【
商
談
テ
ー
マ
】

金
属
製
品
、
機
械
器
具
、
関
連
業
種

（
加
工
・
組
立
・
試
作
・
供
給
）、
樹

脂
成
型
・
加
工　

等

【
参
加
対
象
】

主
催
商
工
会
議
所
エ
リ
ア
内
お
よ
び

関
東
近
県
の
製
造
業
者
で
、
商
談

テ
ー
マ
に
対
応
可
能
な
企
業

【
募
集
企
業
数
】

◎
発
注
企
業
：
40
社

◎
受
注
企
業
：
１
５
０
社

【
締
切
】

◎
発
注
企
業
：
12
月
20
日（
金
）

◎
受
注
希
望
企
業
：
12
月
12
日（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
終
了

【
申
込
方
法
】

◎
発
注
企
業
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

東
京
商
工
会
議
所
に
F
A
X
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
受
注
希
望
企
業
：
専
用
サ
イ
ト

か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
受
注
希
望
企
業
の
み
、
今
回
か
ら

申
込
方
法
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市

金
属
製
品・機
械
器
具・関
連
業
種
の
商
談
会
で
す
。

発
注
企
業・受
注
希
望
企
業
を
募
集
し
ま
す
!!

東
京
商
工
会
議
所

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
0
3-

3
2
8
3-

7
8
0
4

http://w
w
w
.tokyo-cci.or.jp/

hakkutsu/

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

毎
年
恒
例
の「
新
年
賀
詞
交
歓

会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

地
元
政
治
家
、
行
政
、
団
体
、
経

済
界
の
方
々
に
昨
年
は
約
4
0
0
人

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も

知
事
を
は
じ
め
、
主
催
者
と
し
て
市

長
、
う
つ
の
み
や
市
商
工
会
長
、
そ

し
て
当
所
会
頭
も
出
席
し
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

１
月
6
日（
月
）

午
前
11
時

【
会
場
】

ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

（
宇
都
宮
市
上
大
曽
町
4
9
2
-1
）

【
費
用
】2
千
円（
１
人
）

【
申
込
】

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
チ
ラ

シ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

を
記
載
し
て
12
月
4
日（
水
）ま
で
に

会
費
を
添
え
て
担
当
部
署
の
窓
口
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
年
賀
詞
交
歓
会

ビ
ジ
ネ
ス
の
始
ま
り
は

「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」か
ら
！

宇
都
宮
商
工
会
議
所　

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

宇
都
宮
市
産
業
政
策
課

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
4
4
3

う
つ
の
み
や
市
商
工
会

☎
0
2
8-

6
7
3-

1
8
3
0

問合せ

交歓会の様子

主催者との名刺交換
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問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131
社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務所の移動による住所の変更、代表者または
支店長の変更などが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

会 員 情 報 変 更 が あ り ま し た ら ご 一 報 く だ さ い！
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栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
の
次
世
代
へ
の
経

営
資
源
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支

援
す
る
た
め
、
当
所
が
国
か
ら
委

託
を
受
け
た
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）
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問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）
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問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

経
営
支
援
部

☎
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問合せ

帳
簿
の
付
け
方
や
源
泉
徴
収
事
務
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

記
帳
継
続
指
導
（
年
末
調
整
）

　

帳
簿
の
記
帳
は
、
自
社
の
経
営
状

況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
必

須
で
あ
り
、
財
務
分
析
や
経
営
計
画

の
立
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
経

営
判
断
を
行
う
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
従
業
員
が
い
る
事
業
所

で
は
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
所
で
は
個
人
事
業
者
の
皆
さ
ま

を
対
象
に
、
年
間
を
通
し
て
現
金
出

納
帳
や
経
費
帳
な
ど
の
各
種
帳
簿
の

記
帳
方
法
や
源
泉
徴
収
事
務
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
給

与
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
10
日

ま
で
が
納
期
限
で
す
。
た
だ
し
、
納

期
の
特
例
を
受
け
て
い
る
源
泉
徴

収
義
務
者
の
納
期
限（
2
0
1
9
年

7
月
〜
12
月
分
）は
、
2
0
2
0
年

1
月
21
日（
月
）
で
す
。
な
お
、

2
0
1
9
年
1
月
〜
12
月
に
支
払
っ

た
給
与
の
年
末
調
整
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部

☎
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7- 

3
1
3
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問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

素
晴
ら
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
し
た
も
の
の
、
な
か
な
か
知
っ

て
も
ら
え
な
い
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
て
も
ら
い
た
い
が
、
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
、
な

ど
の
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

当
所
で
実
施
す
る「
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」は
、

そ
の
よ
う
な
悩
み
を
も
つ
会
員
事
業

所
の
方
々
が
、
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
に
向
け
て
プ

レ
ゼ
ン
し
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

マ
ス
コ
ミ
に
記
事
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
た
だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
を
創
り
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、「
宇
都
宮
初
」や

【
開
催
場
所
】　　

当
所
２
階  

大
会
議
室

【
申
込
対
象
】

会
員
事
業
所
で
、
発
表
会
当
日
時
点

で
発
売
さ
れ
て
半
年
以
内
、
も
し
く

は
今
後
３
カ
月
以
内
に
発
売
予
定
の

も
の

【
参 

加 

料
】　

無
料

【
定
員
】　　

５
事
業
所
程
度

※
事
前
審
査
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】　　

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー

ム
か
、
参
加
申
込
書
を
出
力
い
た
だ

き
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
地
産
地
消｣

な
ど
の
話
題
性
の
あ

る
新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を
募
集
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
当
発
表
会
は
、
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
保
証

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

本
事
業
は
こ
れ
ま
で
８
回
開
催
し
、

延
べ
44
社
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

発
表
希
望
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
取

材
い
た
だ
け
る
マ
ス
コ
ミ
の
方
や
観

覧
希
望
の
方
の
参
加
申
し
込
み
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

２
月
10
日（
月
）　

午
後
２
時
～

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会

第
9
回 

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
の
開
催
日
が
決
定
！

会
員
限
定
!!
自
社
の
新
商
品
等
を
マ
ス
コ
ミ
に
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-
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1
3
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http://u-cci.or.jp/press/

問合せ

申し込みから発表会当日までの流れ

特設ページの申込フォームか、参
加申込書に必要事項を記入後、当
所へ FAX 送信でのお申し込み。

お申し込み

当所で用意する「エントリーシート」
に必要事項を記入してください。

エントリーシート

「エントリーシート」をもとに審査
を実施します。

審査

参加確定後、当所担当の経営指導
員とのプレゼンについての打ち合
わせを行います。

お打ち合わせ

いよいよ本番です！
事前に準備した資料をもとに、い
ざプレゼン！です。

プレス発表

第8回の発表会の様子

マスコミの方から直接取材を受けることも！
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まちづくり委員会

委  員  長／安藤　英夫 氏
（㈱安藤設計代表取締役会長）

副委員長／村上　龍也 氏
（㈱村上代表取締役）

〈研究テーマ〉　
ＬＲＴによるまちづくり
—歩いて愉しい街宇都宮—

【提言・提案・要望・報告事項】
◎LRTのJR宇都宮駅西側延伸の早期実現
　及び「歩いて愉しい街　宇都宮」の実現
①中心市街地活性化基本計画の改訂へ

の意見反映
●既存ビジョン・プラン等のローリング
●市民や時代が求めるニーズを分析・

戦略化に向けたマーケティングの実
施

●高齢者層を意識し、ターゲットに応
じた戦略を行うための絞り込み

●中心市街地における都市拠点機能の
強化、規制・誘導などの見直しに向
けたネットワーク型コンパクトシティ
の推進

②中心市街地における再開発のさらな
る促進に向けた市や民間事業者への
働きかけ

●老若男女が行ける図書館や文化施設
などの公共施設の導入

●人が行きたくなるような民間娯楽施
設などの誘導

●本人が行かなければならない医療施
設や研修施設などの誘導

③ＪＲ宇都宮駅東口整備事業との連携
●アフターコンベンション機能の充実・

強化

④大通りのセミトランジットモール化の
検討

●自動車の車線を減らして歩道を拡幅
●社会実験の実施
●市民レベルでの議論

総務企画委員会

委  員  長／中津　正修 氏
（トヨタウッドユーホーム㈱取締役相談役）

副委員長／小林　幹央 氏
（レオン自動機㈱取締役常務執行役員）

〈研究テーマ〉　
宇都宮商工会議所第4期中期事業計画
のローリングに関すること
宇都宮市への予算化措置要望に関する
こと

【提言・提案・要望・報告事項】
◎今後の商工会議所事業及び次期総務
企画委員会で検討すべき内容を提案

①商工会議所に求められる役割や重点
的に取り組む事業を明確にすべき

　部会や委員会、会員巡回等を通じて
得られた商工会議所に求められる役
割、日本商工会議所や行政などが策
定した事業計画書等を参考にし、地
域の課題や実態に沿って重点的に取
り組むべき事業を検討すべきであり、
具体的な内容についてを以下に例示
する。

●事業承継の促進
● I T（ I C T）活用による生産性向上の促

進
●事業継続計画（BCP）の普及と具体的

な対応策
●地域におけるSociety5.0の進展に伴う

セキュリティ対策

②さまざまなニーズに応えられるよう
事務局体制の強化を図るべき

●職員の資質向上
● I T（ I C T）活用による生産性向上の促

進
●財務体質の安定化

地域活性化委員会

委  員  長／村上　芳弘 氏
（日東石油㈱代表取締役）

副委員長／金柿　説生 氏
（㈲石川印刷所代表取締役）

〈研究テーマ〉　
大谷地域の活性化と地域資源について
研鑽を図ること
大谷地区の魅力に関すること

【提言・提案・要望・報告事項】
◎大谷街道の自転車専用通行帯の整備
推進

　大谷地区では毎年ジャパンカップサ
イクルロードレースが開催され、普
段からサイクリングを楽しむ方が多く
訪れており、安全面の整備が必要で
あることから、大谷街道（宮環・駒生
陸橋２００１〜森林公園入口）にお
いて、自転車専用通行帯の整備推進
に向けて調査研究を進めるよう行政
への働きかけをお願いしたい。

◎観光資源の再活用の検討（投石子育
延命地蔵尊・針供養塔・銭洗観音）

　大谷石文化をテーマとしたストー
リーが日本遺産に認定されたことから、
さらなる観光活性化や地域振興に結
び付けるため、地元商店街や自治会、
行政と連携を図り、観光資源の再活
用に向けての検討及び誘導案内板設
置の検討をお願いしたい。

◎自転車を利用した回遊性の向上
　本市では「自転車のまちうつのみや」

の実現に向けて、自転車で楽しめる
ためのイベントやサポート施設の整
備などの諸事業に取り組んでいること
から、石の街として栄えた大谷町の
散策と、周辺の観光拠点との回遊性
を図るため、年代別に利用しやすい
レンタサイクル（ロードバイク・電動
自転車など）の導入に向けて市や関係
機関等とともに調査研究を進めてい
ただきたい。

企業経営委員会

委  員  長／増田　武見 氏
（環境整備㈱顧問）

副委員長／若井　　勲 氏
（㈱かましん代表取締役会長）

〈研究テーマ〉　
人材確保・人材育成に関すること

【提言・提案・要望・報告事項】
◎人材確保・人材育成の取り組んだ企
業の成果事例の情報発信

　「企業は人なり」の言葉どおり、地域
の中小企業が持続的な発展を続ける
ためには、良い人材を確保し、育成
していくことが必要である。

　しかし、企業に将来性、夢、やりが
いがなければ人材は集まらない。

　経営者は、変化に対応しながら攻め
の経営へ転身し、会社を良くし、魅
力を高めることで、更に良い人材が
集まる好循環を築かなければならな
い。

　そこで、地域の中小・小規模事業者
の持続的な発展のため、会報やＥメー
ル配信、ホームページへの掲載、セ
ミナー等を活用し、以下の事項に取
り組み成果をあげている企業の事例
を情報発信してほしい。

●働き方改革への対応や、多様な人材
活用、労働紛争の事例

● IＣＴ、ＩｏＴ等を利活用し、生産性
の向上や、事業の拡大をはかる事例

●ＳＮＳ時代の企業のリスクや、従業
員のＩＴリテラシー教育に取り組む
事例

●攻めの経営で企業の魅力を高め、持
続的発展・成長をしている事例

委員会活動　報告＆手交式

 10月24日（木）に当所6委員会合同で増渕　会頭へ活動報告（提案）書を提出しました　

環境福祉委員会

委  員  長／深澤　雄一 氏
（㈱フカサワ代表取締役会長）

副委員長／佐藤　　節 氏
（パスキン工業㈱取締役会長）

〈研究テーマ〉　
障がい者の雇用

【提言・提案・要望・報告事項】
◎障がい者雇用マニュアルの作成及び
地域の経営者への配布

　障がい者雇用の公的支援施策は充実
しているが、自治体やハローワークな
どの窓口が縦割りで、地域の経営者
目線でまとめて伝える資料が届いてお
らず、公的支援施策の周知が進んで
いない点が問題である。

　そこで、地域の民間企業が障がい者
の雇用に前向きに取り組みやすくす
るために、地域の各種施策などのロー
カルな情報をわかりやすく整理した
障がい者雇用マニュアルのドラフトを
当委員会で作成したので、障がい者
雇用の定着に繋がるような内容に精
査の上、商工会議所でガイドブック等
の資料として作成し、地域の経営者
に配布していただきい。

産業振興委員会

委  員  長／増山　郁夫 氏
（ランスタッド㈱専務執行役員）

副委員長／辻　　博明 氏
（㈱浄邦堂代表取締役）　

〈研究テーマ〉　
宇都宮市が計画する産業施策について
観光とは異なる視点での大谷地区、大
谷石による産業の振興について

【提言・提案・要望・報告事項】
◎本市が計画する「第6次総合計画」や

「うつのみや産業振興ビジョン（改
定）」に掲げる「6つの未来都市」「経
済産業未来都市」の実現にあたって
は、各々の分野において、多角的な
視野・アプローチが大切であり、地
域総合経済団体として、本市産業発
展の一端を担う商工会議所も積極的
に取り組む必要がある。

◎大谷地区および大谷石産業は、本市
の産業振興・発展につながる地域資
源が豊富にあることが明らかである
ことがわかり、大谷地区産業の産業
振興・発展の足掛かりとして、地元
企業や住民への理解促進、市外への
積極的なプロモーションを行うこと
で、「大谷石産業」「エネルギー産業」

「農業」などと連携した新産業創出の
可能性も生まれ、新たな企業誘致の
促進や雇用拡大、農業・物流産業の
発展等に大きく寄与するものと考え
られる。

　そのためには、地元事業者や地域住
民、商工団体、行政等が一体となっ
たプラットフォームを創設するなど、
多角的な視野・アプローチが必要で
あり、今後の具体的な取り組み等に
ついては継続的な検討が必要である
と思われる。

増渕会頭に活動報告書を渡す
深澤委員長（中央）と佐藤副委員長（右）

増渕会頭に活動報告書を渡す
村上委員長（中央）と金柿副委員長（右）

増渕会頭に活動報告書を渡す
安藤委員長（中央）と村上副委員長（右）

増渕会頭に活動報告書を渡す
増山委員長（中央）と辻副委員長（右）

増渕会頭に活動報告書を渡す
増田委員長（中央）と若井副委員長（右）

増渕会頭に活動報告書を渡す
中津委員長（右）

※障がい者雇用
マニュアルは、
当所ホームペー
ジで公開してい
ます。
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■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 11月12日（火） 、12月10日（火）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 11月15日（金）　午後１時３０分～４時３０分
受　付	 事前予約　午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部　
※事前に栃木県産業振興センター（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■ 働き方改革相談窓口
相談日	 希望により調整（申し込み随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金　など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

相談
無料

11月の
ふれあい共済等
口座振替日

11月22日
（金）

会議室の貸出　

　当所では、会員および商工業者の皆さまに、セミナー、

講習会、研修会、社内会議などを開催していただける

よう、会議室の貸出をしています。

研修会・社内会議などにご活用ください！

問合せ 総務部　☎028-637-3131

　全国菓子大博覧会金賞
受賞の技術で焼き上げた、
古きよき時代のなつかしい
味です。純度の高い沖縄の
黒糖を使用し、添加物は一
切使わずにひとつひとつ職
人が真心こめて焼き上げま
した。

㈱大橋製菓

かるめ焼き

　白餡に栃木県産レモンの
果肉を合わせたさっぱりとし
た餡を、栃木県産小麦を使
用した生地でしっかりと包み
焼き上げました。

㈲髙林堂

雷様の
おやつレモン
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収容人数

申込方法

駐車場

約70人
（教室型）

会議室の貸出概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　
・その他管理上支障があるとき
・机などを移動させた場合は、現状復帰する

●使用日の3カ月前から2週間前まで予約可能です。　 
●会議室の空き状況を電話でご確認の上、ご予約ください。
●使用規則・同意書・申込書は、ＦＡＸまたは郵送させていただきますので、
 　電話予約時にお申し出ください。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/kashikaigishitsu/）から
  ダウンロードもできます。
〈申し込み：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

会議室の使用時間・料金（消費税10%込）

使用時間区分 9:00～17:00

11,000円

16,500円

9:00～12:00

5,500円

8,800円

13:00～17:00

6,050円

9,900円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客さまが
ご利用されますので、駐車できない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

約７０人収容（教室型）の貸会議室



〈所在地〉 
宇都宮市本町10-3 TSビル6F
☎028-650-5661
6028-622-5660
HP：http://www.jica-kitakantou.org

会員情報局

約6,200

約6,200 3028-616-6605
www.zuisousha.co.jp

宇都宮市本町10-3 TSビル

随想舎有限会社

19,518宇都宮商工会議所管内の事業所数

[平成28年経済センサス活動調査]
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ
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青木　和也さん
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選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
企画展「昭和ノスタルジー　なつかしい栃木の情景」
11月24日（日）まで
　30年以上続いた平成の時代の終わりと、2012年の東京オリン
ピック開催を控えて、特に活気のあった昭和30～50年代を中心に、
それぞれの場面の栃木の情景を振り返る。（同館チラシより）
一般=260円／大・高生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「蜷川実花展　虚構と現実の間に」
12月15日（日）まで
　写真家の枠を超え、映画、デザイン、ファッションなど多彩な活躍
をしている蜷川実花。「虚構と現実」をテーマに、時代の先端を鮮烈
に写し続ける蜷川実花の作品世界を全身で体感する。（同館HPより）
一般=1000円／大・高生=800円／中・小学生＝600円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「菊川京三の仕事－『國花』に綴られた日本美術史」
12月22日（日）まで
　現在も刊行が続く日本初の本格的美術研究誌「國花」（1889〈明
治22〉年創刊）の複製図版制作者として活躍した日本画家・菊川京
三を紹介する展覧会。寄贈された600点を超える複製図版とその
版下類を中心に展示。（同館HPより）
一般＝900円／大高生＝600円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。
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。

〈
ヒ
ン
ト
〉 

観
光
地
な
ど
に
人
が
訪
れ
過
ぎ
て
、ゴ
ミ
や
渋
滞
問
題
が
起
き
、

	

地
元
住
民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
現
象
を
表
す
言
い
方

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.
10.
12.
14.
15.
18.
19.
20.

1.
5.
7.
9.
11.
13.
16.
17.
19.
20.
21.
22.

異国にいて、離れた故郷を懐かしむ気持ち。「郷愁」とも
１９６８～７０年代、若者文化に多大な影響を与えた「○○○デリック」ブーム
俗世の煩わしさから逃れて、人里離れた所に住むこと
上に土をおおいかけた橋、今やめったに見られなくなりました
日本各地の中華街にある「関帝廟」祀られている英雄は？
江戸時代芝居や寄席、相撲等を見る際の入場料は○○銭と呼ばれた
「左翼」「○○○」の言い方は、フランスの議会の並びから生まれたとか
最近は「老老○○○」も増加して深刻な問題に
形はキュウリに似ているがカボチャの一種の野菜
料理の「おから」をちょっと上品に言うと？
今ブームの○○○○ドリンク。原料はキャッサバの根からとったデンプン
小林一茶の俳句「これがまあ○○のすみかか雪五尺」
猛獣などを中に入れて逃げられないようにした囲い
帰り道、戻り道のこと

この秋大フィーバーのラグビー。試合終了はこう呼ばれます
「Ｒ」のつく季節に食べると美味しい「海のミルク」とも言う貝
海外から日本に来る観客はこう呼ばれています
先場所、大関に返り咲いた若手力士。栃ノ心は逆に大関陥落に
ことわざ「○○は友を呼ぶ」
自分の行いの結果を自分が受けること「○○○自得」
青森・下北半島と津軽半島とに抱かれる○○湾
「交渉が失敗し、○○○○ならない立場に置かれた」などと
アメリカ合衆国北東部。エリー湖南岸にある州
○○マン、○○ボード、○○ワード、○○ポイントなど
仮につけた名
白焼きや焼き干しにしたフナやアユを甘辛く煮つめたもの

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ア
ン
ゴ
ウ
シ
サ
ン

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ

　

し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
11
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
書
は
ア
メ
リ
カ
の
文
豪
、
ポ
ー
の

傑
作
集
で
す
。
も
と
も
と
は
昭
和
４
年

に「
江
戸
川
乱
歩
訳
」と
い
う
触
れ
込
み

で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ま
も

ご
存
知
の
よ
う
に
江
戸
川
乱
歩
は
、
昭

和
を
代
表
す
る
推
理
小
説
家
で
、「
怪

人
二
十
面
相
」な
ど
で
お
馴
染
み
で
す
。

　

け
れ
ど
も
実
は
多
忙
な
乱
歩
の
代

わ
り
に
小
説
家
で
編
集
者
で
も
あ
っ
た

渡
辺
温
・
啓
助
兄
弟
が
翻
訳
し
た
も
の

で
し
た
。
副
題
の「
名
義
訳
」は
、
そ

う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
今
回
の
文

庫
化
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
１

世
紀
前
の
翻
訳
で
す
か
ら
か
な
づ
か

い
は
旧
仮
名
、
文
体
も
古
め
か
し
く
、

少
々
読
み
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

け
れ
ど
も「
黒
猫
譚
」「
赤
き
死
の

仮
面
」な
ど
怪
奇
色
の
濃
い
作
品
は
、

む
し
ろ
そ
の
古
さ
に
よ
り
逆
に
イ

メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

秋
の
夜
長
に
少
し
ず
つ
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。

『
ポ
ー
傑
作
集 —

江
戸
川
乱
歩
名
義
訳
』

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー［
著
］

渡
辺
温
・
渡
辺
啓
助［
著
］

中
公
文
庫

１
２
０
０
円
＋
税

上
を
向
い
て
歩
い
て
ま
す
か
。

空
を
な
が
め
て
ま
す
か
。

宇
宙
を
感
じ
て
ま
す
か
。書

道
家

 

武
田 

双
雲

　1975 年熊本生まれ。東京理科大学卒業
後、ＮＴＴに就職。約 3 年後に書道家とし
て独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世
界遺産「平泉」など、数々の題字を手掛ける。
講演活動やメディア出演、著書出版も多数。
2013 年度文化庁から文化交流使に任命さ
れ、ベトナム・インドネシアにて、書道ワー
クショップを開催。15 年には、カリフォル
ニアにて個展開催、17 年にはワルシャワ大
学にて講演など、世界各国で活動する。

公式ブログ ｢書の力｣：http://ameblo.jp/souun/
公式サイト：http://www.souun.net/
感謝 69：http://kansha69.com/

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「上向」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

強
化
、
昨
今
注
目
を
集
め
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
・
働
き
方
改
革
の

諸
課
題
に
対
し
て
、
お
客
さ
ま

の
要
望
を
じ
っ
く
り
と
お
聞
き

し
、
貴
社
の
風
土
に
ふ
さ
わ
し

い
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
案
い
た
し

ま
す
。
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

は
、栃
木
事
務
所
ま
で
。
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
う

資
格
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち（
一
社
）日
本
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
協
会
が
、
人
間
尊
重

を
ベ
ー
ス
と
し
、
組
織
で
働
く

人
や
そ
の
関
係
者
の「
メ
ン
タ

ル
」「
キ
ャ
リ
ア
」「
人
間
関
係
」

の
3
領
域
に
対
す
る
支
援
を
行

う
専
門
家
と
し
て
、
1
9
7
1

年
か
ら
育
成
・
認
定
・
管
理
し

て
い
る
民
間
資
格
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
前
述
の

３
領
域
に
関
し
て
お
困
り
の
企

業
に
対
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
各
種
研
修
な
ど
、
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
従
業
員
・
管
理
職
の
皆
さ

ま
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や

一般社団法人
日本産業カウンセラー協会
北関東支部栃木事務所
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十
一
月
十
六
日（
土
）

鷲
子
山
の
夜
祭
り（
那
珂
川
町
馬
頭
）

　

栃
木
、
茨
城
県
境
に
あ
る
古
社
鷲
子
山
上

神
社
で
行
わ
れ
る
秋
の
大
祭
。
夕
方
五
時
半

こ
ろ
か
ら
、
古
式
神
事
に
の
っ
取
り
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
る
。

十
一
月
十
九
日（
火
）
～
二
十
日（
水
）

西
宮
神
社
恵
比
須
講（
足
利
市
）

　

商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
秋
の

風
物
詩
。
神
社
参
道
に
お
宝
を
売
る
露
店
が

軒
を
連
ね
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。
別
名「
お

宝
市
」。

十
一
月
二
十
三
日（
土
・
勤
労
感
謝
の
日
）
～

二
十
四
日（
日
）

羽
黒
山
梵
天
祭（
宇
都
宮
市
今
里
）

　

五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を
願
っ
て
長
さ

十
七
メ
ー
ト
ル
の
梵
天
が
奉
納
さ
れ
る
。
沿

道
に
は
露
店
が
軒
を
連
ね
、
名
物
の
ユ
ズ
が

売
ら
れ
る
。

十
一
月
二
十
五
日（
月
）

生
岡
神
社
子
供
強
飯
式（
日
光
市
日
光
）

　

日
光
市
七
里
の
鎮
守
生
岡
神
社
で
行
わ
れ

る
古
式
神
事
。
子
ど
も
が
主
役
で
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら「
子
供
強
飯
式
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

無
病
息
災
、
豊
作
を
祈
る
伝
統
行
事
で
あ
る
。

十
二
月
三
日（
火
）

野
木
神
社
提
灯
も
み
祭
り（
野
木
町
）

　

夜
七
時
か
ら
神
社
参
道
に
、
町
内
ご
と
に

よ
し
ず
小
屋
を
建
て
、
子
ど
も
た
ち
が
甘
酒

を
飲
む
。
ま
た
、
竹
竿
の
先
に
提
灯
を
つ
け
、

ぶ
つ
か
り
あ
う
神
事
が
行
わ
れ
る
。
神
楽
奉

納
も
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
員  

柏
村  

祐
司

第36回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 201911月〜    12月 霜月─師走

（写真提供：柏村祐司『栃木の祭り』より）

　

下
ケ
橋
町
は
、
西
鬼
怒
川
を
挟

ん
で
東
下
ケ
橋
と
西
下
げ
橋
の
二
つ

の
集
落
か
ら
な
る
。
そ
の
西
下
げ

橋
の
南
端
に
下
ケ
橋
公
民
館
や
宇

都
宮
市
河
内
農
村
体
験
交
流
館

等
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
地
蔵
堂
が

建
つ
。
こ
の
地
蔵
堂
は
、
明
治
三

（
一
八
七
〇
）年
に
廃
寺
に
な
る
ま

で
西
下
ケ
橋
地
内
に
あ
っ
た
真
言

宗
寺
院
沼
生
山
地
蔵
院
養
膳
寺
の

本
尊
地
蔵
菩
薩
を
祀
っ
た
も
の
で

あ
る
。
養
膳
寺
の
本
堂
建
物
は
、

廃
寺
後
も
存
立
し
て
い
た
が
同

三
十（
一
八
七
九
）年
に
取
り
壊
さ

れ
、
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
住
民
協
議
の
も
と
大
正
二

（
一
九
一
三
）年
に
本
尊
の
地
蔵
菩
薩

を
安
置
す
る
お
堂
を
新
築
し
た
。

そ
れ
が
今
あ
る
地
蔵
堂
で
あ
る
。

　

中
世
の
創
建
と
さ
れ
る
養
膳
寺

に
は
、
源
義
経
が
や
っ
て
来
た
と
の

伝
説
が
あ
る
。
江
戸
時
代
末
期
の

地
誌『
下
野
国
誌
』に
、「
さ
て
当

寺
は
寿
永
の
頃
源
九
郎
義
経
主
従

が
、
奥
州
よ
り
登
る
刻と

き

、
止し

宿し
ゅ
く

せ

し
と
言
い
伝
え
た
り
」と
、
源
頼

朝
が
伊
豆
に
お
い
て
挙
兵
し
た
折
、

奥
州
平
泉
に
い
た
義
経
が
、
兄
の

も
と
に
馳
せ
参
じ
る
途
中
に
養
膳

寺
に
立
ち
寄
っ
た
と
す
る
記
述
が
あ

る
。
義
経
の
養
膳
寺
止
宿
に
つ
い
て

は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代

初
期
か
け
て
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
る『
義ぎ

け

い

き

経
記
』に
も「
狐
川
う
ち

過
ぎ
て
さ
げ
橋
の
宿
に
つ
い
て
馬
を

休
め
」と
あ
る
。
狐
川
と
は
喜
連
川

の
こ
と
で
あ
り
、
さ
げ
橋
の
宿
と
は

下
ケ
橋
の
こ
と
で
あ
る
。

　

養
膳
寺
に
義
経
が
止
宿
し
た
と

の
話
は
、
養
膳
寺
が
歴
史
あ
る
寺

で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
近
隣
に
は
、
中
世
、
鎌
倉
と

奥
州
と
を
結
ぶ
道
、「
奥
大
道
」が

通
過
し
た
。
義
経
伝
説
が
生
ま
れ

る
ロ
ケ
ー
シ
ョン
的
要
素
が
整
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
地
元
に
は
、

「
義
経
は
養
膳
寺
へ
泊
ま
っ
た
際

に
、
笈
と
八
角
形
の
笹
り
ん
ど
う

の
二
ッ
紋
つ
き
鋳
物
茶
釜
を
遺の

こ

し
て

いっ
た
」と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
る
。

し
か
も
そ
の
茶
釜
の
所
在
が
、
昭

和
三
十
年
頃
に
話
題
に
な
っ
た
と
い

う
。
義
経
伝
説
は
、
長
ら
く
生
き

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
養
膳
寺
に
つ
い
て
は
、
義

経
伝
説
と
は
別
に
、
地
蔵
菩
薩
への

信
仰
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
地
蔵

菩
薩
は
、
高
さ
約
六
〇
㌢
㍍
の
立

像
と
い
う
が
、
安
産
子
育
て
信
仰

で
有
名
な
芳
賀
町
延
生
の
地
蔵
菩

薩
の
姉
様
と
い
わ
れ
る
。
延
生
の

地
蔵
菩
薩
同
様
に
安
産
子
育
て
に

霊
験
あ
ら
た
か
と
い
わ
れ
、
近
郷

近
在
の
善
男
善
女
の
信
仰
を
集
め

た
。
養
膳
寺
の
地
蔵
菩
薩
の
縁
日

は
、
大
正
期
頃
ま
で
は
、
旧
一
月

二
十
四
日
と
旧
十
月
二
十
四
日
を

中
日
と
し
た
三
日
間
で
、
そ
の
間
、

盛
大
に
地じ

蔵ぞ
う

会え

が
開
か
れ
た
と
い

う
。
地
蔵
会
は
地
元
の
若
者
組
に

よ
り
執
り
行
わ
れ
、
護
摩
焚
き
を

依
頼
し
た
特
別
な
参
詣
者
に
は
祈

祷
札
が
授
与
さ
れ
た
。
祈
祷
札
は
、

「
お
姿
」と
呼
ば
れ
、
地
蔵
菩
薩
の

姿
と
智ち

し
ゃ
く
い
ん
ご
ん
そ
う
じ
ょ
う
ら
い
に
ょ

積
院
権
僧
正
頼
如
の「
安

産
子
育
て
の
祈
願
文
」を
刻
ん
だ
版

木
を
刷
っ
た
も
の
で
あ
る
。
版
木
は

大
小
二
枚
あ
り
、
彫
刻
内
容
は
同

じ
で
あ
る
。
大
き
い
版
木
で
刷
ら

れ
た
も
の
は
掛
軸
と
し
て
、
小
さ
い

方
は
そ
の
ま
ま
参
詣
者
に
授
与
さ

れ
た
。
こ
の「
お
姿
」を
妊
産
婦
が

枕
元
に
飾
る
と
安
産
間
違
い
な
し
と

い
わ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
大
小
二
枚

の
版
木
は
、
本
県
の
地
蔵
信
仰
を

知
る
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
と

し
て
昭
和
四
十
七
年
栃
木
県
指
定

有
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た
。

　

栄
華
を
誇
っ
た
養
膳
寺
も
、
今

や
地
蔵
堂
に
そ
の
面
影
を
残
す
の

み
と
な
り
、
安
産
子
育
信
仰
も
衰

退
し
た
。
代
わ
って
そ
の
跡
地
に
は
、

前
述
の
通
り
地
蔵
堂
の
他
に
公
民

館
、
農
村
体
験
交
流
館
が
建
ち
、

地
元
民
や
農
業
に
生
き
る
若
者
た

ち
の
交
流
の
場
所
と
な
って
い
る
。地蔵菩薩のお姿

養膳寺跡に建つ地蔵堂 西に

し

下さ

げ
橋は

し

の
古
刹

養
膳
寺
物
語
り
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サ
ポ
ー
ト
終
了
前
に
切
り
替
え
を

︱
W
i
n
d
o
w
s
（
以
下「
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
」）
７
の
サ
ポ
ー
ト
が
、
来
年
１
月
14
日
で
終

了
し
ま
す
。
そ
れ
以
後
も
使
い
続
け
る
と
、
ど

ん
な
問
題
が
あ
り
ま
す
か
？

加
藤　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
り
、
情
報

漏
洩
を
起
こ
し
た
り
す
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
。
市
販
の
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
も
、
今
後
は
ウ

ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
に
は
対
応
し
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
Ｏ
Ｓ
の
不
具
合
も
修
正
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
大
変
危
険
で
す
。

　

10
に
な
る
と
慣
れ
な
い
Ｏ
Ｓ
で
使
い
に
く
い
と
感

じ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
表
1
の
よ
う
に

便
利
な
機
能
も
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

今
の
う
ち
に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

︱
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
か
ら
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
へ

の
切
り
替
え
は
、
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

加
藤　

私
ど
も
の
お
客
さ
ま
に
は
前
々
か
ら
ご
案

内
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
半
分
近
い
お
客
さ
ま
が
切
り
替
え
が
済

ん
で
い
ま
せ
ん
。
サ
ポ
ー
ト
終
了
ま
で
に
は
、
皆

さ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
や
買
い
替
え
を
進
め
た
い

と
考
え
て
、
会
社
が
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。た
だ
、も
う
２
カ
月
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
か
ら
駆
け
込
み
需
要
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
の
ん
び
り
さ
れ
て
い

る
と
、
手
配
が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
も
出
て
き

ま
す
。
ぜ
ひ
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

移
行
作
業
は
平
均
２
、３
時
間

︱
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
か
ら
10
へ
の
切
り
替
え

で
、
特
に
問
題
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

加
藤　

ま
ず
、
比
較
的
新
し
い
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
マ
シ
ン
は
そ
の
ま
ま
で
Ｏ
Ｓ
だ
け

を
入
れ
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
いっ
た
パ

ソ
コ
ン
で
あ
れ
ば
可
能
か
に
つ
い
て
は
、
表
2
を
見

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
目
安

で
す
。
実
際
に
は
、
ど
ん
な
ソ
フ
ト
を
使
う
の
か
、

何
の
業
務
で
使
用
す
る
か
な
ど
、
各
企
業
で
条
件

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
も
っ
と
高
い
性
能
の
方
が

安
心
し
て
使
え
る
ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
ね
。
更
新

か
、
買
い
替
え
か
で
予
算
や
納
期
、
作
業
内
容
も

変
わ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
信
頼
で
き
る
Ｉ
Ｔ
企
業
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︱
最
近
は
「
Ｏ
Ｓ
入
れ
替
え
は
自
社
の
詳
し

い
社
員
が
で
き
る
」
と
い
う
企
業
も
多
い
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

加
藤　

も
ち
ろ
ん
自
社
内
で
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
ベ
ス
ト
で
す
。
け
れ
ど
も
、
私
ど
も
に
は

こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
経
験
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
蓄

積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で
解
決
で
き
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
し
、
万
が
一
の
時
に
も
お
客
さ
ま
の
大
切

な
デ
ー
タ
や
シ
ス
テ
ム
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

社
内
で
数
台
し
か
使
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
移
行

作
業
に
も
そ
れ
ほ
ど
手
間
や
時
間
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
も
、
Ｏ
Ｓ
移
行
の
１
台
あ
た
り
の
作

業
時
間
は
、平
均
し
て
２
〜
３
時
間
か
か
り
ま
す
。

で
す
か
ら
社
内
全
部
の
パ
ソ
コ
ン
で
移
行
作
業
を

す
る
場
合
に
は
か
な
り
の
時
間
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
作
業
計
画
を
き
ち
ん
と
立
て
、
で
き
る
だ
け

業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
私
ど
も
の

よ
う
な
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
に
ご
相
談
い
た
だ
く
方

が
、
時
間
も
費
用
も
節
約
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 安心して頼めるシステム会社に、

まずは相談を！

　まもなく、マイクロソフト社の基本ソフト（ＯＳ）Windows
７のサポートが終了します。それ以降も使い続けるとどんな
デメリットがあるのでしょう。また、新しいＯＳへの移行やパ
ソコン買い替えの際には、どのような注意が必要でしょう
か。宇都宮市を代表するＩＴ企業の一つ、株式会社ケイエム
シーの加藤紀夫社長に話をうかがいました。

ここが大切！　
Windows７から
10への移行

︱
具
体
的
に
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
。

加
藤　

基
本
的
に
は
、
７
か
ら
10
へ
の
移
行
は
安

全
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
い
く
つ

か
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
で
す
。
ウ
ィ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
ま
ま
移
行
作
業

を
始
め
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
意
外
に
も
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
社
の
「
オ
フ
ィ
ス
」
が
影
響
す
る
ケ
ー
ス
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
ど
も
で
は
、

移
行
作
業
の
際
は
事
前
に
そ
れ
ら
を
一
度
削
除

し
、
移
行
後
に
改
め
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
も
要
注
意
で
す
。
お
客

様
の
中
に
は
、
今
で
も
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
L
i
v
e

メ
ー
ル
」
を
使
っ
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
こ
の
メ
ー
ル
ソ
フ

ト
も
、
2
0
1
7
年
に
サ
ポ
ー

ト
が
終
了
し
て
い
ま
す
の
で
、
新

し
い
Ｏ
Ｓ
で
は
「
O
u
t
l
o
o
k

（
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
）」
に
切
り
替
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

そ
の
場
合
に
メ
ー
ル
や
ア
ド
レ
ス
の

デ
ー
タ
が
失
わ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
先
に
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
だ
け

切
り
替
え
、
そ
の
後
に
７
か
ら
10

へ
の
移
行
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
標
準
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
に
、

ま
だ
Ｉ
Ｅ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ

ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
）
を
使
っ
て
い
る

企
業
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
10
で
も
標

準
で
つ
い
て
い
ま
す
が
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
は

「
M
i
c
r
o
s
o
f
t 

E
d
g
e
」
への
切
り
替

え
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
Ｉ
Ｅ
で
は
表
示

で
き
な
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
増
え
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
10
へ
の
移
行
に
合
わ
せ
て
切
り
替
え
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

︱
企
業
に
よ
っ
て
は
、
経
理
や
製
造
な
ど
の

た
め
に
独
自
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

加
藤　

そ
れ
も
注
意
が
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

独
自
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
市
販
の
ソ
フ
ト
で
も
注

意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
10
に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
事
前
に
調
べ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
い
る
企
業
も
多
い
で

し
ょ
う
。
金
融
機
関
側
が
、
ま
だ
10
に
対
応
し
て

い
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
移
行
作

業
の
前
に
、
必
ず
金
融
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

１
日
も
早
く
信
頼
で
き
る

I
T
企
業
へ

︱
Ｏ
Ｓ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
注
意
点
が
多
い

の
で
す
ね
。

加
藤　

以
前
は
も
っ
と
大
変
で
し
た
。
社
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
プ
リ
ン
タ

ー
出
力
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
、
そ
の

原
因
が
Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
や
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
ハ
ー
ド
を
作
っ
て
い
る
企

業
側
の
対
応
が
遅
れ
た
た
め
に
起
き
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
そ
う
い
う
ト
ラ
ブ
ル
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
専
門
知
識
や
経

験
が
な
け
れ
ば
対
応
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

︱
移
行
と
買
い
替
え
は
ど
の
よ
う
に
判
断

す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

加
藤　

リ
ー
ス
物
件
で
あ
れ
ば
切
り
替
え
時
期
に

10
搭
載
の
パ
ソ
コ
ン
に
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
が
、

更
新
時
期
ま
で
待
っ
て
い
た
の
で
は
間
に
合
わ
な
い

と
い
う
場
合
に
は
、
リ
ー
ス
会
社
な
ど
と
の
相
談

が
不
可
欠
で
す
。
買
い
換
え
る
場
合
に
は
表
2

が
目
安
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
お
付
き
合
い

の
あ
る
シ
ス
テ
ム
会
社
や
ソ
フ
ト
開
発
会
社
な
ど
、

信
頼
関
係
の
あ
る
と
こ
ろ
に
ご
相
談
い
た
だ
く
の

が
、
い
ち
ば
ん
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
は
ハ
ー
ド
、
シ
ス
テ
ム
と
も
に
扱
っ
て
い

ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
お
客
さ
ま
と
お
取

引
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
ら
、
ご
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
ご
対
応
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
困
っ
た

時
に
は
、
い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
移
行
は
で
き
る
だ

け
早
く
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
間
際
に
な
る
と

パ
ソ
コ
ン
も
品
薄
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
作

業
の
人
数
も
確
保
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
年
末
年
始
の
休
暇
も
控
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

す
ぐ
に
で
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■高速起動機能
  （起動するまでの時間が早い）

■仮想マルチディスプレイ機能
  （複数の作業画面を使用できる）を標準装備

■クラウドストレージ
 「One Drive」を標準装備

■新機能ＡＩアシスタント
 「Cortana」を標準装備

Windows７と
10の違い

※他にもさまざまな新機能が加わり、
　７だけでなく８と比べても高性能に
　なっています

表1

Windows７から10へ
移行する時に必要な
パソコン性能

※５年経過したパソコンは、新しいものに
　買い換える方が安心です

表2

32ビット版では16GB
64ビット版では 32GB

（いずれも多いほどよい）

32ビット版では 1GB
64ビット版では 2GB

１GHz（ギガヘルツ）以上プロセッサ

メモリ

本体
ハードディスクの

空き容量

株式会社
ケイエムシー

宇都宮市中今泉5-24-7

TEL 028-613-5111（代）
FAX 028-638-1666

https://www.k-m-c.co.jp

特集3／Windows７サポート終了

特集3／Windows７サポート終了

株式会社ケイエムシー
代表取締役

  加藤  紀夫さん
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キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

11月
November
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代にあわせて柔軟に対応しなければなりません。
　時代や状況にあわせて柔軟に変わることが求め
られている点では、本誌も同じだと考えておりま
す。今月号は被災された皆さまにお役に立つ情報
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う
つ
の
み
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
、
中
心
市
街
地
の

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ッ
ト
や
通

り
を
光
で
彩
る
冬
の
風
物
詩

で
す
。
今
年
は
新
た
に
、
東

武
宇
都
宮
駅
か
ら
延
び
る
大

谷
石
の
擁
壁
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
大
谷
石
の
荘
厳
な
建
造

物
を
幻
想
的
な
光
と
影
で
演

出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
点
灯
式
は
、
11
月

21
日（
木
）に「
一
晩
だ
け
の
ワ

イ
ン
村
」と
同
時
開
催
さ
れ
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
と
も

に
、
解
禁
さ
れ
た
ば
か
り
の

ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ
ー
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
宇
都
宮
の
顔
で
あ

る
中
心
市
街
地
の
夜
の

魅
力
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

11
月
21
日（
木
）～

１
月
15
日（
水
）

午
後
５
時
か
ら
午
後
10

時
ま
で（
会
場
に
よ
り

一
部
異
な
る
）

【
場
所
】

オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア

（
点
灯
式
会
場
）

釜
川
ふ
れ
あ
い
広
場　

ほ
か

うつのみやイルミネーション２０１９

　

起
業
家
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ワ
ー
ド（
G
I
A
）
2
0
1
9
」

は
今
年
で
7
回
目
を
迎
え
ま

す
。
エ
ン
ト
リ
ー
総
数
は
前

年
比
26
件
増
の
4
2
8
件
で

過
去
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。

総
数
は
6
年
連
続
で
増
加
、

2
0
1
3
年
の
初
回
に
比
べ
て

7.
5
倍
に
膨
ら
み
、
起
業
を

目
指
す
人
た
ち
の
挑
戦
の
舞
台

と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

斬
新
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や

事
業
実
例
の
中
か
ら
1
次
・
2

次
審
査
を
通
過
し
た
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
競
い
ま
す
。
ま
た
、

ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
食
の

ブ
ー
ス
が
出
展
す
る「
群

馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー

ケ
ッ
ト
」も
同
時
開
催
。 

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

群馬イノベーションアワード2019（上毛新聞社主催）

ファイナルステージ開催

日　時／12月7日（土）
	 群馬イノベーションマーケット	 12:00～17:00
	 ファイナルステージ	 14:00～17:00
会　場／ヤマダグリーンドーム前橋　群馬県前橋市岩神町1-2-1
申　込／事前申込は不要。当日、会場までお越しください。（無料）
	 詳細はウェブサイトをご覧ください。　
URL／https://www.gi-award.com

群馬イノベーションアワード2019（上毛新聞社主催）

問合せ／	 宇都宮市中心市街地ライトアップ実行委員会
	 歴史と光のフュージョンプロジェクト実行委員会
	 （特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構内事務局）  ☎028-632-8215

うつのみやイルミネーション２０１９

問合せ

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

共
済
相
談
室

☎
0
5
0-

5
5
4
1-

7
1
7
1

問合せ

商
工
振
興
課
商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
4
3
3

小
規
模
企
業
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

主
要
な
資
産（
※
）
に
つ
い
て
全
壊
、

流
失
、
半
壊
、
床
上
浸
水
そ
の
他
こ

れ
ら
に
準
じ
る
損
害
を
受
け
て
い
る

こ
と
。

②
当
該
災
害
の
影
響
を
受
け
た
後
、
原

則
と
し
て
１
月
間
の
売
上
高（
※
）が

前
年
同
月
に
比
し
て
減
少
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
こ
と

※
共
済
契
約
者
が
共
同
経
営
者
の
場
合

は
そ
の
共
同
経
営
者
の
個
人
事
業
主

の
事
業
に
関
す
る
も
の
、
共
済
契
約

者
が
会
社
等
の
役
員
の
場
合
は
そ
の

け
、
宇
都
宮
市
の
罹
災
証
明
等
を
交
付

さ
れ
た
方
。
法
人
に
あ
っ
て
は
商
業
登
録

を
、
個
人
に
あ
っ
て
は
市
内
で
の
住
民
登

録
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

〈
注
意
〉 

1
年
以
上
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
要
件
及
び
、
1
年
以
上
同
一
事
業
実

績
の
要
件
な
し

【
融
資
条
件
】 

① 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

②
宇
都
宮
市
が
発
行
す
る
罹
災
証
明
書

等
を
添
付
す
る
こ
と
。

③
経
営
が
健
全
で
、
返
済
能
力
が
確
実

で
あ
る
こ
と
。

【
返
済
方
法
】

６
か
月
ご
と
の
元
金
均
等
返
済

【
利
率
】 

年
０
・
９
％
（
10
月
13
日
現
在
）

【
担
保
・
保
証
人
】 

不
要

【
借
入
窓
口
】 

商
工
中
金 

本
支
店

【
返
済
方
法
】 

1
年
以
内
の
据
置
後
月
賦
返
済

【
融
資
の
申
込
窓
口
】 

市
内
に
本
店
又
は
支
店
を
有
す
る
銀
行
、

信
用
金
庫
又
は
商
工
組
合
中
央
金
庫

※
必
要
書
類
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

【
対
象
】 

50
万
円
以
上
の
借
入
れ
の
限
度
額
を
有

す
る
共
済
契
約
者
で
あ
っ
て
、
災
害
救
助

法
の
適
用
さ
れ
る
災
害
の
被
災
区
域
内

に
事
業
所（
※
）を
有
し
、
か
つ
、
当
該
災

害
の
影
響
に
よ
り
次
の
①
ま
た
は
②
の

要
件
に
該
当
し
、
そ
の
旨
の
証
明
を
商

工
会
、
商
工
会
議
所
、
中
小
企
業
団
体

中
央
会
そ
の
他
相
当
の
団
体
か
ら
受
け

て
い
る
こ
と
。

①
被
災
区
域
内
に
あ
る
事
業
所
ま
た
は

【
資
金
の
使
途
】 

自
然
災
害
に
よ
り
直
接
被
害
を
受
け
た

市
内
中
小
企
業
者
の
、
事
業
再
建
に
必

要
な
運
転
資
金
・
設
備
資
金

※
設
備
資
金
に
つ
い
て
は
、
補
修
し
よ
う

と
す
る
設
備
が
市
内
に
あ
る
場
合
が

対
象

【
融
資
対
象
者
】 

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

で
、
融
資
申
込
み
日
の
1
年
前
の
日
か

ら
、
当
該
申
込
み
の
日
ま
で
に
、
地
震
、

豪
雨
そ
の
他
の
異
常
な
自
然
現
象
に
よ

り
生
じ
る
災
害
に
よ
り
直
接
被
害
を
受

会
社
等
の
事
業
に
関
す
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

【
借
入
限
度
額
】

原
則
と
し
て
納
付
済
掛
金
の
合
計
額
に

掛
金
納
付
月
数
に
応
じ
て
７
割
～
９
割

を
乗
じ
て
得
た
額（
50
万
円
以
上
で
５
万

円
の
倍
数
と
な
る
額
）と
1
、
0
0
0
万

円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

【
借
入
期
間
】

借
入
金
額 

５
０
０
万
円
以
下
36
か
月

５
０
５
万
円
以
上
60
か
月

【
融
資
限
度
額
】 

1
企
業
3
、
0
0
0
万
円

（
緊
急
景
気
対
策
特
別
資
金
と
は
別
枠
）

【
融
資
期
間
】  

10
年
以
内

【
融
資
利
率
】 

〈
7
年
以
内
〉 

年
利
1
・
4
パ
ー
セ
ン
ト

〈
10
年
以
内
〉 

年
利
1
・
5
パ
ー
セ
ン
ト

【
信
用
保
証
】 

栃
木
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付
す

こ
と（
1
・
71
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
）

【
保
証
人
】  

原
則
不
要

（
法
人
は
原
則
と
し
て
代
表
者
1
名
）

小
規
模
企
業
共
済
契
約
者
向
け
災
害
時
貸
付
け

緊
急
災
害
対
策
特
別
資
金 

（
令
和
元
年
10
月
17
日
現
在
）

　

納
豆
の
消
費
拡
大
を
目
指

し
、
納
豆
の
美
味
し
い
食
べ
方

を
追
求
す
る
水
戸
商
工
会
議
所

で
は
、
納
豆
料
理
の
定
番
で
あ

る
納
豆
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
納
豆
パ

ス
タ
の
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
し

た
。

　

全
国
各
地
、
北
は
北
海
道
、

南
は
神
戸
か
ら
全
35
作
品
の
ご

応
募
い
た
だ
き
、
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
ゴ
ー
ル
ド
賞
2
点
、

シ
ル
バ
ー
賞
6
点
が
決
ま
り
、

10
月
7
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
水
戸
商
工
会

議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
。

レ
シ
ピ
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
で
も

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

納豆食べ方コンテストVol.2
「日本一の納豆チャーハン・納豆パスタ決定戦」入賞作品決定！

問合せ／水戸商工会議所 振興部 産業振興課　☎029-224-3315
URL／https://mito.inetcci.or.jp/nattorecipe

納豆食べ方コンテストVol.2 「日本一の納豆チャーハン・納豆パスタ決定戦」

Cava!（サバ）納豆チャーハン
( チャーハン部門ゴールド賞 ) 



（
税
込
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